













   
小学校社会科における地域教材を生かした 
防災教育の授業構成と実践分析 
   
－第５学年単元「学校・学区の歴史から学ぶ防災学習」の場合－ 
 
Lesson composition and practical analysis of disaster prevention education 
making full use of regional teaching materials in elementary school social studies 
In the case of the fifth grade unit “Disaster prevention learning from the history 
of schools and school districts” 
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  左：南図書館勢湾台風資料室所蔵「伊勢湾台風災害誌名古屋市小中学校（港区）」 














 ⓪ 事前アンケートの実施 
 ① 伊勢湾台風について知ろう 
   伊勢湾台風の学校・学区の被害状況を、現在の学区と比較して確認し、自分の住む地域に
も大きな自然災害の経験があったことを知り、防災に関する興味関心を高める。 
 ② 伊勢湾台風の学校・学区における被害状況について調べよう 
   伊勢湾台風関連の学校・学区の地図・資料と、校内に残る資料から、伊勢湾台風について
調べ学習を行う。 
 ③ 現代の自然災害の被害について知ろう 
   「伊勢湾台風に匹敵する台風」というニュースが流れても、伊勢湾台風と同じ規模の被害
にまでつながっていないという現在の学区の風水害の被害状況を知り、その理由を予想し、
話し合う。 
 ④ 防災についての自分の考えをまとめよう 
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